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断 面 図 S=1:50

月見橋 補修一般図

3250 3250

6500

7260

380 380

2380 2500 2380

A1 A2

側 面 図 S=1:100
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下 部 工 S=1:50

橋長 19175

桁長 18950 105120

支間長 18375 295280
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伸縮継手工

伸縮装置取替え
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地覆補修

表面被覆工
(高分子系含浸材塗布)

床版補修

(高分子系含浸材塗布)
断面修復工 主桁補修(内側のみ)

橋梁塗装工

横桁補修

橋梁塗装工
縦桁補修

橋梁塗装工

橋台補修

表面被覆工
(高分子系含浸材塗布)
断面修復工
(左官工法(ポリマーセメントモルタル))

78°20′1″

土
淵
川

※本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

月見橋（つきみはし）橋 名

路 線 名

竣 功 年

市道 八幡宮線

昭和42年2月11日 ※橋齢58年

架 橋 条 件 土淵川(管理者：青森県)

橋 梁 諸 元

上部工形式

支 承

躯 体

基 礎

支持地盤

適 用 基 準

形

式

A1

A2

上

部

構

造

下

部

構

造

単純鋼下路式I桁橋

A1：線支承、A2：線支承

重力式橋台

直接基礎

-

-

鋼道路橋設計示方書(昭和39年)

設計活荷重 2等橋(TL-14t)

斜 角 78°20′1″

橋 長

支 間 長

L=19.175m

L=18.375m

幅 員 全幅7.26m(有効幅員6.5m+地覆0.38m×2)

床 版 工 鉄筋コンクリート床版

橋 面 舗 装 アスファルト舗装

防 護 柵 転落防止柵

伸 縮 装 置 突合せ型ゴムジョイント

対 策 工 法対 策 箇 所

上

部

工

補修対策一覧表

下

部

工

付
属
物
工

橋 面 舗 装

防水層設置橋 面 防 水 工

舗装撤去、復旧舗 装 打 換 え 工

主桁・横桁 橋 梁 塗 装 工 ブラスト工法、RC-Ⅰ塗装系

床 版
左官工法(ポリマーセメントモルタル)断 面 修 復 工

高分子系含浸材表 面 被 覆 工

地 覆 高分子系含浸材表 面 被 覆 工

伸縮装置取替え伸 縮 装 置

排 水 装 置 排水管取替え排水施設工

橋 台
高分子系含浸材

断 面 修 復 工

支 承

沓 座 沓 座 補 修 工 無収縮材

区 画 線 工 溶融式区画線、ペイント式区画線

伸 縮 継 手 工

表 面 被 覆 工

支 承 補 修 工

左官工法(ポリマーセメントモルタル)

ブラスト工法、RC-Ⅰ塗装系

表面被覆工

(高分子系含浸材塗布)

支承補修工(ブラスト工法、RC-Ⅰ塗装系)

沓座補修工(無収縮材)

表面被覆工
(高分子系含浸材塗布)

断面修復工
(左官工法(ポリマーセメントモルタル))

舗装打換え工

舗装撤去、復旧

伸縮継手工

伸縮装置取替え

支承補修工(ブラスト工法、RC-Ⅰ塗装系)

沓座補修工(無収縮材)

表面被覆工
(高分子系含浸材塗布)

断面修復工
(左官工法(ポリマーセメントモルタル))

橋面防水工

防水層設置

区画線工

溶融式区画線
ペイント式区画線

地覆補修

表面被覆工
(高分子系含浸材塗布)

地覆補修

表面被覆工
(高分子系含浸材塗布)

橋面舗装

橋面防水工

区画線工

横桁補修

橋梁塗装工

主桁補修(内側のみ)

橋梁塗装工

床版補修

縦桁補修

橋梁塗装工

表面被覆工
(高分子系含浸材塗布)
断面修復工
(左官工法(ポリマーセメントモルタル))

排水施設工

排水管取替え

支承補修工(ブラスト工法、RC-Ⅰ塗装系)

沓座補修工(無収縮材)

補修一般図

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

１３ 葉 １図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

令 和 ７ 年 度

市道 八幡宮線

弘前市大字 北横町外 地内

令和６年度 月見橋橋梁補修工事

舗装打換え工

舗装撤去、復旧
区画線工
ペイント式区画線

排水施設工

排水管取替え

表面被覆工

(左官工法(ポリマーセメントモルタル))

舗装打換え工

舗装撤去、復旧

区画線工
ペイント式区画線

溶融式区画線、ペイント式区画線

防水層設置
橋面舗装

橋面防水工

区画線工
溶融式区画線、ペイント式区画線

防水層設置

橋長 19175

桁長 18950 105120

支間長 18375 295280



断 面 図 S=1:50

月見橋 橋面防水工図

平面図(橋面) S=1：50
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※1 既設床版表面に凹凸があるため、ダイヤモンドブレード等

による研磨を行い、凹凸を極力少なくすること。

＜特記事項＞

※2 既設舗装版破砕後、ひび割れ等脆弱部が確認できた場合、

別途補修を検討すること。
※3 詳細寸法等は現地再検測の上決定すること。

橋面防水工詳細図

表面研磨

浸透系防水材(床版防水第1層)

硅砂

塗膜系加熱型防水材(床版防水第2層)

硅砂

アスファルト舗装

（アクリル、エポキシ、メタクリル樹脂等）

アスファルト舗装

t=7cm

橋面防水工

(塗膜系複合型)

土
淵
川

A1 A2

1590 220 14665 220 1780

1625 220 14665 220 1745

18475(導水パイプ(樹脂製)φ15 L=18.035m)

18475(導水パイプ(樹脂製)φ15 L=18.035m)

橋面防水工 L=18.505m

S=1:5防水層端部処理詳細図

成型目地 低弾性
t=5mm h=30mm

導水パイプ(樹脂製)
φ15

床版防水層
(塗膜系複合型)

(床版)

端部防水層立上げ

3
0

4
0

地覆

平 面 図 S=1:10

導水パイプ(樹脂製)φ15

排水桝

排水桝
0.22×0.22

0.22×0.22
排水桝
0.22×0.22

排水桝
0.22×0.22

※1 図中、詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

＜特記事項＞

※2 導水管端部は排水装置に接続すること。
※3 流水方向については、路面切削後、高さの現地検測を行い再確認を行うこと。

※4 流水方向が逆勾配になる箇所は高さ調整を行い、排水ますへの流下を確保すること。

※5 現況舗装切削後、劣化部が確認される場合には補修を行うこと。

排水桝

橋面防水工図

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

１３ 葉 ２図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

令 和 ７ 年 度

市道 八幡宮線

弘前市大字 北横町外 地内

令和６年度 月見橋橋梁補修工事

S=1:10

2.00% 2.00%

塗膜系複合型

基層程度(h=40mm)



断 面 図 S=1:50

月見橋 舗装打換え工図

舗装復旧平面図 S=1:100

撤去取壊し平面図 S=1:100
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7260

380 380

2380 2500 2380

橋面舗装

⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型 t=3cm
②密粒度As(13)改質Ⅱ型 t=4cm

空

(Co)
(as)

下

下

下
下

空
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(as)

下

下

下
下
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(Co)

0.07％ 0.11％2.05％

6
5
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舗装打換え工(現況擦付)

t=5cm

舗装版破砕

t=5cm A=10.7m2

1.74％

舗装打換え工(現況擦付)

t=5cm

2
.
0
0
％

2
.
0
0
％

A=10.7m2

A=17.8m2

舗装版破砕

t=5cm A=17.8m2
路面切削工

t=12cm A=2.0m2

2280

7
9
7
0

1500

7
1
4
0

2.00% 2.00%

2300

舗
装
切
断

8
200

路面切削工

t=12cm A=2.0m2

1500

舗
装
切
断

73
00

舗装切断

舗装切断

道路舗装構成 S=1:10

＜特記事項＞

※1 詳細寸法、現況勾配等は現地再検測の上決定すること。
※2 現況の舗装厚については、試掘等で確認すること。
※3 区画線、路面標示は現況と同位置とすること。

表層

表 層 ：⑤再生密粒度As(13F) t= 5cm

上層路盤：切込砕石(C-20) t=10cm (既存利用)

下層路盤：再生砕石(RC-40) t=38cm (既存利用)

※路盤は既存利用とする。

舗装版切断

t=5cm

舗装打換え工図

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

１３ 葉 ３図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

令 和 ７ 年 度

市道 八幡宮線

弘前市大字 北横町外 地内

令和６年度 月見橋橋梁補修工事

路面切削工

t=12cm A=124.3m2

溶融式区画線

L=2.7m停止線
ペイント式区画線

L=23.0m外側線(下流側)

ペイント式区画線

L=22.6m外側線(上流側)

橋長 19175

桁長 18950 105120

支間長 18375 295280

橋長 19175

桁長 18950 105120

支間長 18375 295280

L=18.505m



月見橋 伸縮継手工図

-10 0 +10 +20 +30

ジョイント取付け時の気温

設計条件

橋梁条件

温度範囲

橋長

伸縮移動量

+10℃標準温度

伸縮桁長

温度変化

常時移動量

伸縮装置許容量

適応遊間 40mm

60mm許容伸縮量

注1:常時移動量には10mmの余裕量を含む。

注2:伸縮装置は遊間を跨ぐものとする。

-15℃～+35℃

℃

0

+10

+20

+30

-10

-20

-30

Xmm

ジョイント

遊間量

-15 +35

6:現場設置時は現地の温度{気温}を確認し、

3:c=(適応遊間値-遊間値) または、
c=(伸縮装置伸縮量-常時伸縮量)

5:1℃当りの伸縮量=温度変化/全温度

2:a=温度変化

1:表は図中のXの値を示す。

8:Xの算出は次式による。

4:標準温度 +10℃{H29道示Ⅰ共通編8.10}

7:Xは標準温度時X=0mmとする。

X=(標準温度-気温)x(温度変化/全温度)

適切な設置幅を決定する事。

ジョイント遊間設置表

「ジョイント遊間設置表」解説

19.175m

19.115m

9.6mm

19.6mm

特記事項

3:地覆部シーリング材一式は現場手配とする。

2:補強鉄筋は現場手配とする。

1:詳細寸法等は現地検測後決定とする。

S=1:5 注1:Xの値はジョイント遊間設置表を参照のこと。

E1E1

取付断面図

リブ兼用誘導板 詳細図

注2:< >内寸法は橋軸方向を示す。

補強鉄筋加工図

E1

E1

※余長は切断のこと

16-D16x3250

H1

コンクリートアンカー

H1 192-D16

シーリング材 断面図

幅を1/2に圧縮する。

H1

コンクリートアンカー

H1

コンクリートアンカー

※1:コンクリート流出防止材

25 40+X 25

リブ兼用誘導板16tリブ兼用誘導板16t

5
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2
0
2
0

1
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100 100

200

16

7
5

D16 D16 超速硬コンクリート超速硬コンクリート

〈200〉 90+X 〈200〉

二次止水ゴム

7
0

3250

現場切断

シーリング材

バックアップ材

プライマー

5
0

3
0

29

8
1

D16D16

300 29 300

80 〈120〉〈120〉 80

切欠き線切欠き線

3
0
以
上

※1

S=1:5

胸壁嵩上げ工詳細図

平面図 S=1:50

正面図 S=1:50

側面図 S=1:30 鉄筋加工図 S=1:30

1 8-D13×460 2 8-D13×220

3 16-D13×190

S=1:30断 面 図

S=1:30平 面 図

CL

R側L側

7
5 6
5

6
5

継手部

シーリング材7
5
5
0

シーリング材

3319

7
5
5
0

CL

製品長

E1 リブ兼用誘導板

D16 H1リブ兼用誘導板

H1 D16 D16

正面方向

注:< >内寸法は橋軸方向を示す。

30 30
シーリング材

プライマー

30+X

断面

30tx29x1.2

係数1.2は作業ロスに対する割増

名称

シーリング材

TOTAL ---

単位数量 長さ 数量 適用

(全数量)

数量

4 地覆部

4 地覆部0.460m1044mL 1921mL

0.091m3780mL 1376mL

3297mL

30tx2面

58x50tバックアップ材

幅を1/2に圧縮し挿入

※現場手配とする。

0.06m2

TOTAL ---

TOTAL --- －

4

4

地覆部

地覆部0.460m2.9L 5.336L

≒5.34L

4 地覆部

((20t+50t)÷2)x90x1.2

((20t+50t)÷2)x2面 0.07m2 0.091m

0.460m 0.11m2

0.03m2

0.14m2

プライマー

地覆

300

60 180 60

2
3
0

1
1
0

2
0

1
0
0

4
0

1
9
0

5
0

460 220

1
9
0

鉄筋重量表

種 別 径
長 さ

本 数
単位重量 1本当たり重量 重 量

摘 要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

1 D13 460 8 0.995 0.458 3.7 2本×4箇所

2 D13 220 0.995 0.219 1.8 2本×4箇所

D13 合計(kg) 8.5≒9 SD345

3 D13 190 16

8

0.995 0.189 4本×4箇所3.0

補強鉄筋材料表

断面 単尺 単重 1本当重量 員数 重量記号

D16Φ 1.560

適用

E1

材質

SD345

(全箇所)

163250 5.070

〃〃 コンクリートアンカー- - -H1 -

TOTAL --- kg

81.1

192

81

伸縮装置材料表

単尺 長さ本数 適用型式 重量

鋼製ジョイント

TOTAL --- －－

車道部重量に含むリブ兼用誘導板

4 車道部

200x50x16t

(全箇所)

3410 13640

13m640

104枚 1箇所 52枚

125kg(1本当り)

地覆部材料表

《標準温度時》

地覆部 詳細図 S=1:10

継手部詳細図 S=1:10

貼付け

断面図

貼付け

側面図

接続用シールゴム

Φ20

2
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2
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7
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5

R3050

接続用シールゴム

M12x60 16 16

伸縮装置配置図

C
L

S=1:200

A-1 A-2

19175

30 19115 30

78ﾟ20'1"

鋼製ジョイント鋼製ジョイント
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4
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8
0

3
8
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※現場手配とする。

a

c
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2.00% 2.00%
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42060
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540 6500 540
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0
0
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0
1
8
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6
0
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0

2
0

1
0
0

1
1
0

1
9
0

4
0

6
0

1 D13

コンクリート
⑫-2 24-12-25(BB)

面取り20×20
1 D13

3 D13

2 D13

面取り20×20
チッピングt=20mm

コンクリートアンカー(樹脂系カプセル型)D13×100
コンクリート削孔φ16×H100

コンクリートアンカー(樹脂系カプセル型)D13×100
コンクリート削孔φ16×H100

チッピングt=20mm

面取り20×20
1 D13

3 D13

7414

6638 388

91

388

460 913319 460

78°20'1"

6638 388388

3410460 4603410

78°20'1"

3
8
8

90+X

9
1

4
6
0

2
0
～

5
0

伸縮継手工図

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

１３ 葉 ４図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

令 和 ７ 年 度

市道 八幡宮線

弘前市大字 北横町外 地内

令和６年度 月見橋橋梁補修工事

1
3
0

コンクリート
⑫-2 24-12-25(BB)

伸縮量60㎜タイプ

≒3.30L

3
0
0

6
0

1
8
0

6
0



月見橋 排水施設工図

排水桝詳細図 S=1:5

φ90

桝本体 t=6.0mm

グレーチング詳細図

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

3.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

耐食性向上の措置を講じる。

4.現地調査にて寸法確定後製作する。

30

2-水抜き孔

2
0

3-φ12x20長孔

M10アンカー固定

アンカー固定 t=6.0mm

M12袋ナット

2-φ14孔
グレーチング固定用ボルト

M12x30(耐電蝕加工)1-W(SS400)

桝本体 t=6.0mm

パイプ部 t=1.0mm

35.3

4
.
5

5

7

ベースプレートFB44x4.5

クロロプレンゴムt5x44

I-50x7x4(セーフティ加工)

TB□6

FB44x4.5

φ18穴

φ18穴

2-水抜き孔

L1

100120

220

3
8

1
4
4

3
8

3
×

5
0

2
0
0

1
4
4

200

110 90

5
9
.
5

5
0

100120

220

6
6

φ90

38 144 38

220

排水桝詳細図

1

L1 個数

129

1

1

60

87

1103

補修箇所

A1上流

A1下流

A2上流

A2下流

導水パイプ(樹脂製)φ15

名 称

D1

D2

D3

D4

1
0
9
0

45°

φ90

1
0
9
0

既設管SGPφ110

取付金具塗替え塗装工 計N=4箇所

1箇所当たり A=0.12m2

取付金具ボルト・ナット M16×30

計N=2組(欠損箇所分)
※2組欠損,2組既設利用

既設管切断

SGPφ110

L1

側 面 図 S=1:10

2.00%

地覆

平 面 図 S=1:10

4
2
0

2
2
0

1
0
0

1
0
0

320

220100

配 置 図 S=1:100

220

D2

D3

D4

D1

6
6

1
0
9
0

6
0
0

5
0
0

19115

3
2
5
0

3
2
5
0

6
5
0
0

土
淵
川

A1 A2

21301930

1960 2110

排水桝 数量表

排水施設工図

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

１３ 葉 ５図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

令 和 ７ 年 度

市道 八幡宮線

弘前市大字 北横町外 地内

令和６年度 月見橋橋梁補修工事

6
6



月見橋 床版補修工図

土
淵
川

A1

A2

18950

316 3164@4579.5=18318

平面図(床版透過図) S=1:50

3
5
0

280
150

1

26 2

3

5
4

6

7

8

9
10

11

12

1314

15

16

1718

19

20

23

21

22

24

25

27

29

28

303132

33
3435

36

7
2
6
0

脆弱部撤去工 既設鉄筋防錆処理

ポリマーセメントモルタル

t

表面被覆工詳細図

下地処理
高分子系浸透性防水材塗布

S=1:10

カッター カッター

＜特記事項＞

＜特記事項＞

※3 施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨にさらされない

※1 既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。
※2 清掃後、0.2.mm以上のひび割れ等脆弱部が確認できた場合別途補修すること。

よう養生を行う。
※4 詳細寸法等は現地再検測の上決定すること。

断面修復工詳細図

プライマー塗布

S=1:10

※1 脆弱部撤去工(はつり取り)について、健全部に損傷を与えないよう周
囲に深さ1cm程度の切断目地を入れ、鉄筋発錆部は鉄筋背面までとし、

※3 鉄筋露出部については、防錆処理等を施すこと。
※4 詳細寸法等は現地再検測の上決定すること。

それ以外は表面劣化部の除去とする。
※2 断面修復工の材質は『ポリマーセメントモルタル』とし、「表面保護

工法設計施工指針(案)[工法別マニュアル編]平成17年土木学会」に示

す断面修復材の規格を満足するものとする。
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2
1
0

2
1
7
0

4275 4285296 4275296 4275296

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

断 面 図 S=1:50

3250 3250

6500

7260

380 380

2380 2500 2380

表面被覆工(高分子系)

断面修復工(左官工法(ポリマーセメントモルタル))
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0
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0
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0
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0
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床版補修工図

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

１３ 葉 ６図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

令 和 ７ 年 度

市道 八幡宮線

弘前市大字 北横町外 地内

令和６年度 月見橋橋梁補修工事

断面修復工フロー

コンクリートはつり
劣化部除去

鉄筋ケレン

鉄筋防錆処理

養生

完了

プライマー塗布

断面修復

錆汁滲出部のみ

※ 鉄筋露出部，

断面修復工 数量表
番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

25

24

26

27

28

29

31

30

32

(単位・・・面積：m2、それ以外：m)

33

34

36

厚 さ 面 積

0.05 0.20

0.05 0.14

0.05 0.27

0.05 0.03

0.05 0.12

0.05 0.05

0.05 0.03

0.05 0.02

0.05 0.05

0.05 0.13

0.05 0.36

0.05 0.08

0.05 0.18

0.05 0.03

0.05 0.04

0.05 0.04

0.05 0.07

0.05 0.02

0.05 0.22

0.05 0.02

0.05 0.03

0.05 0.48

0.05 0.09

0.05 0.11

0.05 0.03

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.02

0.03

0.01

0.02

0.02

0.03

0.42

0.01

0.02

0.03

35 0.05 0.02

表面被覆工 数量表
番 号

1

2

4

5

6

7

8

面 積

9.28-(0.20+0.14)

9.79-0.27

9.28-(0.03+0.12+0.05+0.03+0.02+0.05+0.13)

9.28-(0.36+0.08+0.18+0.03)

9.79-0.04

9.28-(0.04+0.07+0.02+0.22)

9.30-0.02

9

10

11

12

9.30-(0.03+0.48+0.09+0.03+0.11)

9.28-(0.02+0.03+0.01+0.02)

9.79-(0.03+0.02+0.42+0.01+0.02+0.02)

9.28-0.03

=8.94m2

=9.52m2

3
=8.85m2

=8.63m2

=9.75m2

=8.93m2

=9.28m2

=9.81m2

=8.56m2

=9.20m2

=9.27m2

=9.25m2

ΣA=109.99m2

ΣA=3.47m2

アスファルト舗装

t=7cm

2.00% 2.00%

左官工法

556

200



断 面 図 S=1:50

月見橋 地覆補修工図

3250 3250

6500

7260

380 380

2380 2500 2380

2.00% 2.00%

アスファルト舗装工

t=7cm

A1 A2
土
淵
川

平 面 図 S=1:50

a - a S=1:50

b - b S=1:50

18950

6
5
0
0

3
7
5

3
7
5

18950

5
0

18950

5
0

a b

①表面被覆工

A=0.95m2

②表面被覆工

A=7.11m2

③表面被覆工

A=7.11m2

④表面被覆工

A=0.95m2

375 375

5
0

5
0

地覆補修工図

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

１３ 葉 ７図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

令 和 ７ 年 度

市道 八幡宮線

弘前市大字 北横町外 地内

令和６年度 月見橋橋梁補修工事

表面被覆工詳細図

下地処理
高分子系浸透性防水材塗布

S=1:10

＜特記事項＞

※3 施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨にさらされない

※1 既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。
※2 清掃後、0.2.mm以上のひび割れ等脆弱部が確認できた場合別途補修すること。

よう養生を行う。
※4 詳細寸法等は現地再検測の上決定すること。

a b



月見橋 主桁補修工図

下フランジ平面図(G1,G2) S=1:50

配 置 図 S=1:100

（橋梁塗装工）

18950

49079016404020523038001700790490

添接版

910

腹板側面図(内側) S=1:50

垂直補剛材

垂直補剛材

鋼部材詳細図 S=1:50

添接版(下フランジ)

添接版(腹板)

主桁・垂直補剛材
7
3
0

100

端部詳細図

2
0
0

2
5
0

490 790 17000

垂直補剛材

垂直補剛材

18950
3
6
2

3
6
2

2000(t=16mm)

50

5090(t=21mm) 1150(t=27mm) 8510(t=21mm) 2000(t=16m)

50 50 50

2
0
0

2
0
0

外側

内側

外側

内側

11

1
4
0
0

2
0
0

2
5
0

2
5
0

3
2
0

3
2
0

内側 外側

土
淵
川

A1 A2

G1

G2

G1

G2

18950

630

7
2
6
0

端部詳細図参照

垂直補剛材1枚当たり A=0.03m2(両面)

計 N=15枚

下フランジエッジ処理工詳細図

A部詳細

R=2mm程
度

R=
2m
m程

度

A

※：主桁は、2R程度のR加工処理を行う。

橋梁塗装工

(RC-Ⅰ塗装)

主桁補修工図

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

１３ 葉 ８図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

令 和 ７ 年 度

市道 八幡宮線

弘前市大字 北横町外 地内

令和６年度 月見橋橋梁補修工事

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

有機ジンクリッチペイント

140

170

240

240

塗 料 名

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

防食下地

素地調整

上 塗

中 塗

下 塗

下 塗

塗装工程

1日～10日

1日～10日

1日～10日

600

塗装間隔
(g/m2)

1日～10日

4時間以内

※1

使用量

各使用量については『「鋼道路橋防食便覧」表-II.5.5 各塗料の標準使用量と標準膜厚』による。

※1：原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ,ローラーに変更もできる。変更した際の

※3

※2

※2：現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

ブラスト作業時は、塗膜片等が外部に飛散しないよう防護を行い、労働安全衛生法ほか関係法令を遵守し

環境保全と作業環境および安全確保と騒音に配慮した上で、適正に作業を行うこと。

Rc-I 塗装系（スプレー）

※3：既存塗膜の除去は、ブラスト工法又は動力工具等により素地調整程度1種相当を確保するものとし

除せい度はISO Sa2 1/2とする。（準拠図書「鋼道路橋防食便覧」）

注意事項

1種相当（ブラスト工法）

既存塗膜に鉛の含有が確認されているため法令等を遵守する。

橋梁塗装工

(RC-Ⅰ塗装)

25
0

20
0

2
0
0

2
5
0



月見橋 横桁・支承補修工図

横 桁 詳 細 図 S=1:20

配 置 図 S=1:100

（橋梁塗装工）

支 承 詳 細 図 S=1:20

下フランジエッジ処理工詳細図

A部詳細

R=
2m
m程

度

R=2mm程
度

A A

※：主桁は、2R程度のR加工処理を行う。

橋梁塗装工
取付金具(溝形鋼) t=7mm,B=50mm

土
淵
川

A1 A2

18950

7
2
6
0

7230

添接板

添接板

500

500

2
2
0

300

1
8
0

1
8
0

250

2
5
0

320

2
0
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5
0

2
0

3
9
0

支承1基当たり A=0.18m2

2370

2215

2490

2490

2370

2215

3
5
0

3
9
0 10

290

6920

計 N=4基

橋梁塗装工(端部)

(RC-Ⅰ塗装)

橋梁塗装工(中間)

(RC-Ⅰ塗装)

3
6
0

1000

2
6
0

800

8
6

100

1箇所当たり

A1=(0.36×0.1×2+0.8×0.1)×2(両面) =0.304m2

取付金具 計N=3箇所

A2=(0.36×2+0.26×2+0.8+1.0)×0.05 =0.152m2

ΣA=0.304+0.152+0.131 =0.587m2

横桁・支承補修工図

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

１３ 葉 ９図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

令 和 ７ 年 度

市道 八幡宮線

弘前市大字 北横町外 地内

令和６年度 月見橋橋梁補修工事

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

有機ジンクリッチペイント

140

170

240

240

塗 料 名

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

防食下地

素地調整

上 塗

中 塗

下 塗

下 塗

塗装工程

1日～10日

1日～10日

1日～10日

600

塗装間隔
(g/m2)

1日～10日

4時間以内

※1

使用量

各使用量については『「鋼道路橋防食便覧」表-II.5.5 各塗料の標準使用量と標準膜厚』による。

※1：原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ,ローラーに変更もできる。変更した際の

※3

※2

※2：現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

ブラスト作業時は、塗膜片等が外部に飛散しないよう防護を行い、労働安全衛生法ほか関係法令を遵守し

環境保全と作業環境および安全確保と騒音に配慮した上で、適正に作業を行うこと。

Rc-I 塗装系（スプレー）

※3：既存塗膜の除去は、ブラスト工法又は動力工具等により素地調整程度1種相当を確保するものとし

除せい度はISO Sa2 1/2とする。（準拠図書「鋼道路橋防食便覧」）

注意事項

1種相当（ブラスト工法）

既存塗膜に鉛の含有が確認されているため法令等を遵守する。

A3=(0.05-0.007)×(0.26+0.007)×2
+(0.05-0.007)×(0.80+0.007×2)
+(0.05-0.007)×(0.36+0.007)×2

+(0.05-0.007)×(1.00-0.007)×2 =0.131m2



月見橋 縦桁補修工図

腹 板 側 面 図 S=1:50

配 置 図 S=1:100

（橋梁塗装工）

上フランジ平面図 S=1:50
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10
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0
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7
0
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0

橋梁塗装工(1箇所当たり)

A=0.07m2×2(両端)※CAD計測による

下フランジ平面図 S=1:50

18320
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下フランジエッジ処理工詳細図

A部詳細
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m程

度

R=2mm程
度

A A

※：主桁は、2R程度のR加工処理を行う。

縦桁補修工図
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路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺
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市道 八幡宮線

弘前市大字 北横町外 地内

令和６年度 月見橋橋梁補修工事

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

有機ジンクリッチペイント

140

170

240

240

塗 料 名

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

防食下地

素地調整

上 塗

中 塗

下 塗

下 塗

塗装工程

1日～10日

1日～10日

1日～10日

600

塗装間隔
(g/m2)

1日～10日

4時間以内

※1

使用量

各使用量については『「鋼道路橋防食便覧」表-II.5.5 各塗料の標準使用量と標準膜厚』による。

※1：原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ,ローラーに変更もできる。変更した際の

※3

※2

※2：現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

ブラスト作業時は、塗膜片等が外部に飛散しないよう防護を行い、労働安全衛生法ほか関係法令を遵守し

環境保全と作業環境および安全確保と騒音に配慮した上で、適正に作業を行うこと。

Rc-I 塗装系（スプレー）

※3：既存塗膜の除去は、ブラスト工法又は動力工具等により素地調整程度1種相当を確保するものとし

除せい度はISO Sa2 1/2とする。（準拠図書「鋼道路橋防食便覧」）

注意事項

1種相当（ブラスト工法）

既存塗膜に鉛の含有が確認されているため法令等を遵守する。



月見橋 下部工補修工図(1/2)

A 1 橋 台 S=1:50

正 面 図上流側側面図
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下流側側面図
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V2=(0.25×0.25+0.125×0.125×3.14)×0.031=0.003m3

V=(0.008 )×1/2 =0.003m3
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下部工補修工図(1/2)
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2.00% 2.00%

脆弱部撤去工 既設鉄筋防錆処理

ポリマーセメントモルタル

t

表面被覆工詳細図

下地処理
高分子系浸透性防水材塗布

S=1:10

カッター カッター

＜特記事項＞

＜特記事項＞

※3 施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨にさらされない

※1 既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。
※2 清掃後、0.2.mm以上のひび割れ等脆弱部が確認できた場合別途補修すること。

よう養生を行う。
※4 詳細寸法等は現地再検測の上決定すること。

断面修復工詳細図

プライマー塗布

S=1:10

※1 脆弱部撤去工(はつり取り)について、健全部に損傷を与えないよう周
囲に深さ1cm程度の切断目地を入れ、鉄筋発錆部は鉄筋背面までとし、

※3 鉄筋露出部については、防錆処理等を施すこと。
※4 詳細寸法等は現地再検測の上決定すること。

それ以外は表面劣化部の除去とする。
※2 断面修復工の材質は『ポリマーセメントモルタル』とし、「表面保護

工法設計施工指針(案)[工法別マニュアル編]平成17年土木学会」に示

す断面修復材の規格を満足するものとする。

断面修復工フロー

コンクリートはつり
劣化部除去

鉄筋ケレン

鉄筋防錆処理

養生

完了

プライマー塗布

断面修復

錆汁滲出部のみ

※ 鉄筋露出部，

左官工法

S=1:50



月見橋 下部工補修図(2/2)

A 2 橋 台 S=1:50
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下部工補修図(2/2)
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脆弱部撤去工 既設鉄筋防錆処理
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表面被覆工詳細図

下地処理
高分子系浸透性防水材塗布

S=1:10

カッター カッター

＜特記事項＞

＜特記事項＞

※3 施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨にさらされない

※1 既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。
※2 清掃後、0.2.mm以上のひび割れ等脆弱部が確認できた場合別途補修すること。

よう養生を行う。
※4 詳細寸法等は現地再検測の上決定すること。

断面修復工詳細図

プライマー塗布

S=1:10

※1 脆弱部撤去工(はつり取り)について、健全部に損傷を与えないよう周
囲に深さ1cm程度の切断目地を入れ、鉄筋発錆部は鉄筋背面までとし、

※3 鉄筋露出部については、防錆処理等を施すこと。
※4 詳細寸法等は現地再検測の上決定すること。

それ以外は表面劣化部の除去とする。
※2 断面修復工の材質は『ポリマーセメントモルタル』とし、「表面保護

工法設計施工指針(案)[工法別マニュアル編]平成17年土木学会」に示

す断面修復材の規格を満足するものとする。

断面修復工フロー

コンクリートはつり
劣化部除去

鉄筋ケレン

鉄筋防錆処理

養生

完了

プライマー塗布

断面修復

錆汁滲出部のみ

※ 鉄筋露出部，

左官工法

平 面 図 S=1:50

控除 A=0.29m2(CAD計測)
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